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5 水質汚濁 

5.1 調整池の必要調整容量の計算 

「広域ごみ処理施設整備基本計画」（令和 6 年 3 月 富士・東部広域環境事務組合）で実施された調

整池の必要調整容量の計算を以下に示す。 

 

1 洪水調整池の設計 

メーカーヒアリングの結果に基づいて、施設整備時の開発面積を仮定して必要な洪水調整池の容

量について試算した。 

 

（１）開発計画概要 

１）開発行為の場所 

山梨県南都留郡西桂町、山梨県富士吉田市 

 

２）開発面積 

24,792m2 

 

３）開発計画地の状況 

表 1 土地利用計画表 

用途別 面積（m2） 比率（%） 

工場施設 10,250 41 

場内道路 14,542 59 

計 24,792 100 

 

（２）適用基準 

洪水調整池の設計に当たっては、「開発許可申請等の手引き」（令和 5 年 4 月 山梨県）（以下、

「手引き」という。）、「防災調整池等の技術基準（案）解説と設計実例」（公益社団法人 日本河川

協会）（以下、「技術基準（案）」という。）に準ずる。以下に、設計の方針等を示す。 

 

１）調整池の規模決定の方針 

本開発における調整池は、恒久調整池として計画する。 

 

２）降雨波形 

調整池容量計算の降雨波形は、河口湖ブロックの 50 年確率における降雨強度式から算定した

後方集中型降雨波形とする。 

 

３）調整池の形態 

調整池は、施設の形態、構造により次のように分類される。（図 1参照） 

ここでは、土地利用の計画から、貯留型施設の防災調整池とし、その形式は掘り込み式とする。 
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図 1 流出抑制の分類 

 

４）洪水調整方式 

洪水調整方式は、自然放流方式（孔あき方式）とする。 

 

（３）現況の排水系統 

本開発区域からの雨水は、3か所の用排水路を通じ、一級河川桂川に放流されている。敷地境界

内の法面部の雨水は直接桂川に流れ込んでいる。 

本検討における検討流域は、敷地境界内の法面部（直接放流区域）を除く区域 24,792m2（以下、

「開発区域」という。）とする。 

 

（４）許容放流量の算定 

１）許容放流量の設定等 

調整池から調整放流する許容許容放流量は、開発区域の開発前の 1/10 年確率における降雨強

度式から算定した計画流出量とする。 

下流側排水路は、許容放流量を排水できるＵ字型側溝等とする。下流側排水路は次式にて選定

する。 

下流側排水路の流下能力の算定は、マニングの平均流速式により求める。 
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v＝1／n×R2/3×I1/2 ···· 式(1) 

Q＝A×V ·············· 式(2) 

ここで、 

V：流速（m/s） 

n：粗度係数 

R：径深＝A／P（m） 

A：流水面積（m2） 

P：潤辺長（m） 

Q：流下能力（m3/s） 

 

① 余裕高 

水深の 2割を余裕高とする。 

 

② 粗度係数 n 

表 2 粗度係数 

水路の状況 粗度係数 

一般河道または素堀水路 0.03～0.035 

護岸を施した河道 0.03 

三面張河道 0.025 

トンネル又はボックス 0.023 

注）小規模排水路等のコンクリート三面張水路については 0.015 を用いる。 

出典：技術基準（案） 

 

２）許容放流量 

① 開発前の計画流出量 

開発前の対象区域の 1/10年確率における降雨強度式から算定した計画流出量は、次式より算

出する。 

Q＝1／360×f×r×A 

ここで、 

Q：開発前の対象区域の流出量（m3/s） 

f：流出係数（表 3の水田 0.7） 

r：降雨強度（mm/hr） 

「手引き」に示される降雨強度適用区分図の「⑦河口湖」の確率年 10年の降雨強度式

より算出 

r10＝60.137／(t1/2＋0.104) 

＝117.4（mm/hr） 

ここで、 

r10 ：10年確率降雨強度（mm/hr） 

t ：到達時間（hr）洪水到達時間は 10分（t＝10／60（hr）） 

A：開発面積（ha）＝2.4792（ha） 
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表 3 流出係数 

区 分 流出係数 

密集市街地 0.9 

一般市街地 0.8 

畑、原野 0.6 

水田 0.7 

山地 0.7 

注）「手引き」引用 

Q＝1／360×f×r×A 

＝1／360×0.7×117.4×2.4792 

＝0.566（m3/s） 

 

② 下流側水路の流下能力の算定 

法面部の下流側排水路の流下能力を算定する。流下能力はマニング式（式(1)、式(2)）による。 

V＝1／n×R2/3×I1/2 

Q＝A×V 

ここで、 

n：粗度係数 0.015 

R：径深 

I：勾配 法面勾配 1:2(50%)と設定する 

排水路を規格 PU-240から PU-600までとした流下能力の算定結果を表 4に示す。 

表 4 流下能力の算定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 許容放流量の設定等 

上記①及び②の計算結果より、許容放流量及び下流側排水路は次のとおりとする。 

・許容放流量 ：0.566m3/s 

・下流側排水路 ：Ｕ字溝側溝 PU-300B以上 
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（５）設計基準雨量 

１）採用降雨強度式 

「手引き」に示される降雨強度適用区分図の「⑦河口湖」の確率年 50年の降雨強度式を採用す

る。 

ｒ50＝83.240／（t1/2＋0.137） 

ここで、 

ｒ50 ：50年確率降雨強度（mm/hr） 

t ：到達時間（hr）洪水到達時間は 10分（t＝10／60（hr）） 

 

（６）流出量の算定 

１）流出量算出の方法 

調整池流入量は、合理式により求める。 

Q＝1／360×f×r×A 

ここで、 

Q：調整池流入量（m3/s） 

f：流出量 

r：降雨強度（mm/hr） 

A：開発面積（ha） 

 

（流出ハイドログラフ） 

 

 

２）流出係数 

流出係数は、「手引き」（以下）より 0.9とする。 

「手引き」 

・開発区域内の流出係数は、今後どのような土地利用を行っても排水計画に影響がないように、

原則、一律に 0.9を用いること。 

 

３）流出量の算定 

流出量の計算結果を表 5～表 10及び図 2に示す。 
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表 5 流出量の計算結果(1) 

計算単位時間 ：Δt＝10（min） 

流出係数 ：fr＝0.900 

集水面積 ：A＝2.479（ha） 
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表 6 流出量の計算結果(2) 
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表 7 流出量の計算結果(3) 
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降雨強度及び流量を後方集中型に整理する。 

表 8 流出量の計算結果(4) 
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表 9 流出量の計算結果(5) 
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表 10 流出量の計算結果(6) 
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図 2 流出量の計算結果 
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（７）調整池貯水容量の計算 

１）計算諸元 

・流域面積 ：2.4792ha 

・流出係数 ：0.9 

・許容放流量 ：0.566m3/s 

 

１）計算結果 

調整池貯水容量の計算結果を表 11に示す。 

表 11 調整池貯水容量の計算結果 

項 目 単位 計算結果 備 考 

最大貯水量 m3 1,287  

最大水位 m 1.43 面積 900m2(30m×30m)とする 

最大雨量 mm 25.440  

最大流入量 m3/s 0.946  

最大流出量 m3/s 0.542  

許容放流量 m3/s 0.566  

オリフィス mm 550×550  

 

（８）洪水調整池の必要容量の算定 

１）設計諸元 

① 余裕高 

余裕高は「技術基準（案）」に基づき 0.6m以上とする。 

 

② 沈砂量 

沈砂量は「技術基準（案）」に基づき次のとおりとする。沈砂量は、以下より造成中の堆砂量

により設定する。 

（標準堆砂量） 

・造成中  ：150m3/ha/年 

・造成完了後：1.5m3/ha/年 

 沈砂量 V 

V＝150m3/ha/年×N×A 

＝150×1.5×2.4792 

＝557.8m3 

ここで、 

N：設計堆積年数 1.5（年） 

A：全造成面積 2.4792（ha） 

 

③ 洪水調整池の形状 

洪水調整池の形状は、コンクリートピット形式で平面形状 30m×30m規模とする。 
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２）洪水調整池の必要容量 

上記より、洪水調整池の容量を表 12に示す。 

表 12 洪水調整池の容量 

項目 平面形状 深さ（m） 容量（m3） 

貯水池部 

900m2 
(30m×30m) 

1.43 1,287 

余裕高部 0.60 540 

沈砂池部 0.67 603 

計 2.7 2,430 

 


